
●調査対象：全国の全日制高等学校4679校
●調査方法：郵送調査＋インターネット調査
※校長宛てに調査票を郵送、回答を記入のうえ郵送にて返送ま
たは記載のURLからWeb調査に回答
●調査期間：2024年9月5日（木）～9月20日（金）
●有効回答数：671件（回収率14.3％）

注）前々回調査は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響
により当初予定2020年を2021年に変更し実施。また、2016年
（第19回）までは高校の進路指導やキャリア教育の実態を明らかに
するため「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」として実施。

【回答者プロフィール】
●設置者別
国公立473校（70.5％） 私立198校（29.5％）
●高校タイプ別
普通科単独校383校（57.1％） 普通科と他学科併設130校
（19.4％） 総合学科38校（5.7％） 専門学科91校（13.6％）そ
の他12校（1.8％） 無回答17校（2.5％）
●地域区分
北海道53校（7.9％） 東北83校（12.4％） 北関東・甲信越62校
（9.2％） 南関東126校（18.8％） 東海67校（10.0％）北陸20
校（3.0％） 関西77校（11.5％） 中国・四国78校（11.6％）九
州・沖縄105校（15.6％）
●校務分掌別（※複数部署による回答校あり）
校長12校（1.8％） 副校長・教頭33校（4.9％） 主幹教諭32校
（4.8％） 教務主任25校（3.7％） 進路指導主事503校（75.0
％） 学年主任10校（1.5％） 進路指導部109校（16.2％） 教務
部7校（1.0％） 学年担当31校（4.6％） その他15校（2.2％） 無
回答15校（2.2％）
※本文中は調査結果の数値を小数点第1位四捨五入で記載しています。

「高校教育改革に関する調査2024」結果詳細はリクルート進学総研Webサイト（https://souken.shingakunet.com/research/）でご覧いただけます。

編
集
部
で
は
23
回
目
と
な
る「
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
調
査
」
を
昨
年
９
月

に
実
施
。
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
が
進
む
な
か
、
本
特
集
で
は
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

で「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」、「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
」に
つ

い
て
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
現
状
や
課
題
を
解
説
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2
で
は
、
社
会
で
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る「
主
体
性
」の
具
体
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
武
藤
浩
子
先

生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

構成・文／長島佳子

「高校教育改革に関する調査 2024」

ナ
禍
に
多
く
利
用
さ
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
双
方
向
型
授
業
・
学
習
支
援
」は
45
％

と
半
数
を
割
っ
て
い
る
も
の
の
、授
業
で
の

活
用
の
な
か
で
は
高
い
位
置
を
占
め
て
い
る
。

【
現
在
の
活
用
方
法
】と
【
今
後
の
教
育
活

動
に
お
け
る
活
用
方
法
】の
比
較
で
は
、「
外

部
と
の
連
携
力
強
化
・
計
」の
項
目
に
つ
い
て

現
在
が
26
％
、今
後
が
47
％
で
、地
域
や
海

外
、他
校
と
の
連
携
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
狙
い
た
い
効
果
・

変
化
に
つ
い
て
は
、経
年
に
よ
る
順
位
に
大

き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が「
生
徒
自
身
が
自

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
さ
な
か
に
発

生
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、構
想
計
画
を
前
倒
し

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
急
速
に
導
入
が
進
ん
だ
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
既
に
99
％
の
高

校
で
授
業
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、探
究
な
ど
の
教

育
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
た（
図
表
割
愛
）。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
と
し
て
は
、「
宿
題
・

課
題
の
配
信
」が
最
も
高
く
92
％
と
、大
多

数
の
学
校
で
活
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、コ
ロ

※現在の活用方法は、「ICT活用」実施校ベース
※カテゴリーごとに現在の活用方法の降順ソート

200 40 60 80 100

授業での
活用

コミュニ
ケーション
活用

外部との
連携力強化

オンラインによる
双方向型授業・学習支援

動画配信による
オンデマンド型授業

対面とオンラインの
ハイブリッド型授業

宿題・課題等を
オンラインで配布

学校と家庭との
コミュニケーション

ビデオ会議システムを活用した
ホームルームの実施

地域社会や海外との連携、
協力の強化

他の高校との連携、
協力の強化

その他

まだ活用のイメージが
ついていない
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授業での活用・計

コミュニケーション活用・計

宿題・課題の配信

外部との連携力強化・計

今後の教育活動におけるICT活用方法 （全体／複数回答）図1

日
常
的
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

生
徒
の
自
学
自
習
へ
の
期
待

現在の活用方法
今後の教育活動に
おけるICT活用方法
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自
習
、家
庭
学
習
な
ど
、生
徒
自
身
が
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
期

待
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
こ
数
年
、非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
社

会
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
。
学

校
で
の
活
用
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、調
査

時
点
で
は
「
教
員
個
人
で
活
用
し
て
い
る
」

が
50
％
と
、「
使
い
始
め
て
い
な
い（
活
用
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
）」の
46
％
に
二
分
。
組
織
的

な
活
用
は
４
％
に
留
ま
っ
て
い
た
（
図
表
割

分
に
最
適
な
学
習
を
探
り
な
が
ら
自
学
自

習
で
き
る
よ
う
に
な
る
」が
７
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
、前
回
調
査
の
２
０
２
２
年
の
７
位
か

ら
４
位
に
上
昇
し
た
（
図
表
割
愛
）。
ま
た
、

【
現
在
感
じ
て
い
る
効
果
や
変
化
】と
【
今

後
狙
い
た
い
効
果
や
変
化
】の
比
較
で
は
、

「
生
徒
自
身
が
自
分
に
最
適
な
学
習
を
探

り
な
が
ら
自
学
自
習
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

の
現
在
が
26
％
、「
授
業
外
の
家
庭
学
習（
課

題
）等
も
含
め
、生
徒
の
学
習
時
間
の
伸
長
」

の
現
在
が
22
％
の
と
こ
ろ
、共
に
今
後
の
狙

い
た
い
効
果
や
変
化
が
48
％
と
お
よ
そ
２
倍

の
開
き
を
示
し
た
（
図
２
）。
生
徒
の
自
学

愛
）。し
か
し
、生
成
Ａ
Ｉ
は
社
会
生
活
に
急

速
に
浸
透
し
始
め
て
お
り
、日
々
新
し
い
ア

プ
リ
や
ソ
フ
ト
が
出
現
し
、日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
文
書
作
成
ソ
フ

ト
に
も
組
み
込
ま
れ
始
め
て
い
る
た
め
、調

査
か
ら
半
年
が
経
過
し
た
現
在
で
は
活
用

率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

既
に
活
用
し
て
い
る
回
答
者
の
活
用
場

面
で
は
、「
授
業
教
材
や
テ
ス
ト
問
題
の
作

成
」が
43
％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
挨
拶
文

や
保
護
者
向
け
お
知
ら
せ
文
書
の
作
成
」が

33
％
と
上
位
を
占
め
た
（
図
３
）。
フ
リ
ー
コ

メ
ン
ト
１
で
示
す
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
は
教

員
の
業
務
効
率
化
や
生
徒
の
学
習
支
援
へ
の

「
期
待
」が
高
い
反
面
、Ａ
Ｉ
依
存
に
よ
る
生

徒
の
思
考
力
や
創
造
力
、主
体
性
の
低
下
、

課
題
や
志
望
理
由
書
な
ど
の
作
成
に
利
用

さ
れ
た
場
合
の
判
定
の
難
し
さ
な
ど
の「
不

安
」の
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
、注
目
度
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

対
す
る
課
題
は
あ
り
つ
つ
も
、生
成
Ａ
Ｉ
が

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
中
核
の
一
端
を
担
っ

て
い
く
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
た
。

「生成AI」の活用場面 （「生成AI」活用校／複数回答）図3

※「現在感じている効果や変化」は、「ICT活用」実施校ベース
※「その他」を除く項目で、「今後狙いたい効果や変化」全体の降順ソート

※「無回答」を除く項目で、全体の降順ソート

200 40 60 80

生徒の興味を喚起し、
学習へのモチベーションを上げる

生徒一人ひとりが自分に合った方法や
進度で学習できる

先生方の負担軽減・校務の効率化

生徒自身が自分に最適な学習を探りながら
自学自習できるようになる

授業外の家庭学習（課題）等も含め、
生徒の学習時間の伸長

多様なリソースにアクセスできることによる
生徒の学びの深まり

オンラインを活用し、効果的な
アクティブ・ラーニングや協働学習を実施

学習ログ、ポートフォリオ等を活用した、
先生の授業や各種指導の質向上

オンラインを活用した保護者との連携強化

その他
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効果や
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ICTの活用によって狙いたい効果・変化 （全体／複数回答）図2

100 20 30 40 50

授業教材やテスト問題の作成

挨拶文や保護者向けお知らせ文書の作成

課題の採点や添削

総合的な探究の時間などの調べ学習

進路指導

生成AIについてや使い方を学ぶ授業の実施

面接対策（模擬面接）

その他

2024年全体 （n＝362）

42.8

33.4

24.6

20.7

19.6

15.5

13.8

7.7

●頼りすぎるがあまり、考える力、知識の蓄積な
ど、人間としての力が減退すること。一方向に
誘導するようなAIの出現［青森/私立/普通科
と他学科併設］
●簡単に答えを得られるようになり、粘り強く努
力を継続する資質も失われていくと心配［大分
/県立/普通科］
●志望理由書などがどれも同じようなものにな
ってしまい、合否の判断材料として機能しなくな
ってしまうこと［新潟/私立/普通科］

●業務の効率化や時間短縮、新しい学び方や
学ぶ内容が出てくること［広島/私立/普通科］
●生徒が自分だけでは思いつかない考え方を
AIによって発見することができるなど、思考力が
深まることが期待される［兵庫/私立/普通科］
●個別最適な学習を実践するうえで、人間では
気づくことのできない生徒の課題や傾向を分析
し、最適な学習方法を設定できれば良いと思う
［愛知/県立/専門学科］

期
待
と
不
安
の
双
方
が
入
り
交
じ
り

注
目
度
が
高
い
Ａ
Ｉ
活
用
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取り組みにあたり最も難しいと感じるステップ （「総合的な探究の時間」導入校／単一回答）図4

｢総合的な探究の時間｣への取り組みによる生徒の変化 （「総合的な探究の時間」導入校／各単一回答）図5

で
、教
員
が
ど
の
よ
う
に
介
入
す
べ
き
か
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」へ
の
取
り
組
み

に
よ
る
生
徒
の
変
化
と
し
て
「
そ
う
思
う
・

や
や
そ
う
思
う
」の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、

【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
が
向
上
し
た
】

で
67
％
が
変
化
を
感
じ
て
い
る
（
図
５
）。
２

０
２
２
年
と
比
較
す
る
と
、【
学
び
に
向
か

う
姿
勢
・
意
欲
が
向
上
し
た
】を
除
い
た
す
べ

て
の
項
目
で
、「
そ
う
思
う
・
計
」の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
で
育
む
べ

き
と
さ
れ
て
い
る
学
力
や
資
質
・
能
力
に
対

し
て
、総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
効
果
を

感
じ
始
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

た
だ
し
、【
基
礎
的
な
学
力（
知
識
お
よ
び

技
能
）が
向
上
し
た
】は
経
年
増
加
は
見
ら

れ
る
が
、「
そ
う
思
う
・
計
」の
割
合
は
25
％

と
他
の
項
目
に
比
し
て
低
い
。学
習
指
導
要

領
に
お
け
る「
学
力
の
三
要
素
」の
う
ち
、前

述
の【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
】と
【
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
】の
二
つ
は
向
上
し

て
い
る
一
方
で
、そ
れ
が
【
知
識
・
技
能
】と

連
関
す
る
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
感
じ

る
教
員
が
多
い
よ
う
だ
。

　

取
り
組
み
状
況
別
で
み
る
と
、学
校
全
体

　

全
学
年
が
新
学
習
指
導
要
領
で
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
た
２
０
２
４
年
度
。「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」へ
の
取
り
組
み
は
「
導

入
・
計
」が
前
年
同
様
、97
％
と
な
り
、そ
の

ほ
と
ん
ど
と
な
る
86
％
で
組
織
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
（
図
表
割
愛
）。
フ
リ
ー
コ
メ
ン

ト
２
で
例
示
し
て
い
る
よ
う
に
、具
体
的
な

探
究
内
容
は
、地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

活
性
化
、企
業
と
の
連
携
、社
会
に
関
す
る

テ
ー
マ
、キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
探
索
・
自
己

分
析
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、導
入
校
に
お
け
る
、取
り
組
み
に

あ
た
り
最
も
難
し
い
と
感
じ
る
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
は
、「
課
題
の
設
定
」が
６
割
を
超
え
て

い
る（
図
４
）。そ
の
理
由
に
対
す
る
自
由
記

述
の
な
か
で
は
、生
徒
自
身
が
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
る
難
し
さ
や
、高
校
生
の
知
識

の
範
囲
で
は
課
題
設
定
が
似
通
っ
て
し
ま
う

こ
と
、設
定
し
た
課
題
の
解
決
と
学
校
と
し

て
育
成
し
た
い
力
と
の
関
連
性
な
ど
、よ
り

良
い
探
究
活
動
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

の
悩
み
が
う
か
が
え
る
。
教
員
自
身
の
担
当

教
科
・
科
目
の
授
業
で
あ
れ
ば
課
題
設
定

も
促
し
や
す
い
が
、教
科
横
断
で
生
徒
が
自

分
自
身
の
興
味
・
関
心
と
向
き
合
う
場
面

課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現 その他
特になし 無回答

難しいと感じるステップがある・計

（％）

全体2024年

難しいと
感じる

ステップがある
・計

90.8

（n＝652）

そう思う やや
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない 無回答

そう思う・計 そう思わない・計

そう思う・
計

そう
思わない
・計

（n＝652）

（n＝652）

（n＝652）

（n＝652）

2024年

2024年

2024年

2024年

（n＝895）2022年

（n＝895）2022年

（n＝895）2022年

（n＝895）2022年

基礎的な学力
（知識および技能）
が向上した

思考力・判断力・
表現力が向上した

主体性・多様性・
協働性が向上した

学びに向かう姿勢・
意欲が向上した

57.7

53.1

9.0

9.2

44.0

44.0

13.3

11.1

25.0

22.6

23.3

22.5

66.9

61.3

7.4

7.2

（％）

多
様
な
テ
ー
マ
で
活
動
が
進
行

探
究
課
題
の
設
定
に
難
し
さ
も

生
徒
へ
の
好
影
響
が
増
加
す
る
一
方

教
員
自
身
の
課
題
感
が
高
ま
る

4.3 20.7 51.4 17.0 6.3 0.3

2.8 19.8 54.6 17.8 4.7 0.3

10.4 47.2 33.0 6.9
2.1
0.3

8.7 44.4 37.4 7.7

1.5

0.3

14.4 52.5 25.5 5.4

2.0

0.3

12.4 48.9 31.2 5.5

1.7

0.3

6.4 37.6 42.3 10.0

3.4

0.3

6.7 37.3 44.6 9.3

1.8

0.3

62.1 6.1 9.0 5.4 8.1 8.7 0.5

【地域について】
●地域を題材に、地域課題を見つ
け、その解決策を大学生と協働で
模索し、町民に発表する活動［北
海道/道立/普通科］
●市と連携し活動を行い、市を活
性化するためのテーマを設定し、探
究活動を行っている［兵庫/県立/
普通科］

【企業との連携】
●生徒個々に内在する「好き」なこ
とを追求できるテーマを設定させ、
外部（連携大学や地元企業）の協
力を得ながらアクションとブラッシュ
アップを繰り返す探究活動 ［宮崎
/県立/普通科］

【社会課題】
●社会的な問題のなかでも、経済、
教育、医療・福祉など、興味・関心
がある分野を基に取り組む［兵庫/
県立/普通科と他学科併設］
●各自の進路希望とSDGｓを関連
づけて課題を設定し、チームを作り
協働して課題解決への手立てを考
察 ［山梨/県立/総合学科］

【キャリア・進路】
●未来をより良く生きるために「幸
せ」を探り「好き」を究める進路探
究プロジェクト［神奈川/県立/普
通科］
●生徒の興味のある分野でゼミ形
式の講座を展開し、ゼミの授業のな
かでそれぞれの生徒の興味に合わ
せて課題設定している［長野/私立
/普通科］
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い
る
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
２
年
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
、【
教
員
間
の
共
通
認
識
不
足
】【
評

価
軸
が
な
い
、評
価
の
方
法
が
不
明
確
】以

外
の
す
べ
て
の
項
目
で
２
０
２
２
年
よ
り
も

増
加
し
て
い
る（
図
７
）。総
合
的
な
探
究
の

時
間
へ
の
取
り
組
み
が
深
ま
っ
て
い
く
ほ
ど
、

課
題
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。　
　

 

「
探
究
活
動
」の
生
徒
の
進
路
選
択
へ
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
は
、「
総
合
型
選
抜
等
、入

学
者
選
抜
に
活
用
で
き
る
」が
２
０
２
１
年

は
３
位
、２
０
２
２
年
は
２
位
だ
っ
た
の
が
、

今
回
は
ト
ッ
プ
と
な
り
、「
志
望
校
や
志
望

分
野
選
び
に
つ
な
が
る
」も
増
加
傾
向
に
あ

る
（
図
表
割
愛
）。
し
か
し
、「
自
己
の
生
き

方
・
在
り
方
に
つ
な
が
る
」や「
前
向
き
な
進

路
選
択
の
態
度
の
醸
成
に
つ
な
が
る
」は
減

少
傾
向
だ
っ
た
。
探
究
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、生
徒
自
身
の
志
望
分
野
が
明
確
に

な
り
、成
果
を
総
合
型
選
抜
に
活
用
す
る

な
ど
、進
学
先
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
直
接
的

な
効
果
は
感
じ
て
い
る
が
、生
徒
が
本
質
的

に
自
己
と
向
き
合
っ
た
り
、そ
の
結
果
、自

分
の
未
来
を
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
へ
の

結
び
つ
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
探
究
活
動
が
進
路
選
択
の

ツ
ー
ル
の
一
つ
に
留
ま
ら
ず
、進
学
や
就
職

な
ど
短
期
的
な
進
路
だ
け
で
な
く
将
来
の

自
分
の
在
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

だ
け
で
は
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
、積
極
的
に
校
外

の
力
を
借
り
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、【
学
校
全
体
の
成
績
が
向
上
し
た
】【
教

員
の
意
識（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）が
向
上
し
た
】

は「
そ
う
思
う
・
計
」が
低
く
、い
ず
れ
も「
そ

う
思
わ
な
い
・
計
」が
35
％
前
後
を
占
め
て
い

る
。

　

教
員
の
意
識
の
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
が
低
か

っ
た
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て

の
課
題
だ
。【
教
員
の
負
担
の
大
き
さ
】が

82
％
と
、大
多
数
の
教
員
が
課
題
を
感
じ
て

で
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
校
は
、生

徒
の
変
化
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
項
目
が
全

体
と
比
較
し
て
高
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
表

割
愛
）。
逆
に
一
部
の
教
員
だ
け
で
取
り
組

ん
で
い
る
高
校
は
、す
べ
て
の
項
目
で
ス
コ
ア

が
低
く
、生
徒
の
変
化
・
成
長
の
た
め
に
は

組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」へ
の
取
り
組
み

に
よ
る
教
員
・
学
校
の
変
化
と
し
て
は
、【
地

域
な
ど
校
外
と
の
関
係
が
で
き
た
／
深
ま

っ
た
】の
「
そ
う
思
う
・
計
」が
60
％
で
群
を

抜
い
て
い
る（
図
６
）。
地
域
の
課
題
解
決
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
り
、校
内
資
源

そう思う・
計

そう
思わない・
計

0.8

2.0

4.0

4.0

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.5

10.6 36.0

37.0

19.9

31.3

41.1

60.3

23.6

34.8

23.9

14.3

14.9

そう思う ややそう思う
どちらとも
いえない あまり

そう思わない そう思わない
無回答

そう思う・計 そう思わない・計

2024年

教科教育の探究的な取り組みにも
つながっている

教員同士の連携が向上した

学校全体の成績が向上した

生徒と積極的に関わるようになった

教員の意識（モチベーション）が向上した

地域など校外との関係ができた／深まった

（％）

※1 2022年までの選択肢は「生徒の意欲や学力の低下・欠如」

200 40 60 80

教員の負担の大きさ

実施時間の不足

教員の知識・理解不足

教員の指導力不足

教員間の共通認識不足

生徒の意欲や学力の低下・不足（※1）

定義があいまい

評価軸がない、評価の方法が不明確

その他

特にない

78.8

n=895

35.6

43.9

36.1

53.6

18.2

25.4

37.5

4.1

2.3

40.8

82.4

n=652

49.4

43.3

50.5

28.2

29.3

34.4

2.3

3.1

2024年
全体

2022年
全体

2024年 全体
2022年 全体

（％）
「総合的な探究の時間」に取り組むにあたっての課題
 （「総合的な探究の時間」導入校／複数回答）

図7

6.7

20.2

9.8

33.0

53.1

39.1 17.0 6.6

26.4 9.7

44.9 24.2 10.6

44.2 10.4 3.8

44.5 16.7 7.2

24.5 8.9 6.0

17.9

34.4

27.3

40.0

（n＝652）

｢総合的な探究の時間｣への取り組みによる教員・学校の変化 （「総合的な探究の時間」導入校／各単一回答）図6
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子
高
齢
化
社
会
や
、格
差
社
会
へ
の
懸
念
が

多
い
。特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、「
多
様
性
」に
つ

い
て
は「
好
ま
し
い
」と「
好
ま
し
く
な
い
」の

双
方
で
声
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。
多
様
性
を

機
会
創
出
と
捉
え
る
か
、混
乱
の
原
因
と

捉
え
る
か
で
社
会
の
見
方
が
変
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
。
生
徒
や
教
員
自
身
の
価
値
観
、進

路
選
択
、職
業
、協
働
す
る
人
々
な
ど
、学

校
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
多
様

化
し
て
い
く
な
か
で
、先
生
た
ち
の
期
待
と

苦
悩
、混
乱
が
垣
間
見
え
、こ
れ
か
ら
の
社

会
を
好
ま
し
い
と
感
じ
る
か
好
ま
し
く
な
い

と
感
じ
る
か
が
拮
抗
し
た
要
因
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

経
済
産
業
省
で
定
義
さ
れ
て
い
る「
社
会

人
基
礎
力
」の
12
の
要
素
の
う
ち
、社
会
で

働
く
に
あ
た
っ
て
【
特
に
必
要
と
さ
れ
る
能

力
】と
、【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る
と
思
う

能
力
】を
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら

っ
た
も
の
を
経
年
で
比
較
し
た
の
が
次
ペ
ー

ジ
の
図
９
だ
。

 

【
特
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
】の
上
位
を
見

る
と
、１
位「
主
体
性
」52
％
、２
位
は
「
課

題
発
見
力
」43
％
、３
位「
実
行
力
」25
％
と
、

前
回
の
２
０
２
２
年
と
上
位
の
顔
ぶ
れ
に
変

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
好
ま
し
さ
は
、「
好
ま

し
い
社
会
だ
・
計
」が
50
％
、「
好
ま
し
く
な

い
社
会
だ
・
計
」が
47
％
と
拮
抗
し
た
結
果

と
な
っ
た
。「
好
ま
し
く
な
い
社
会
だ
・
計
」が

「
好
ま
し
い
社
会
だ
・
計
」よ
り
も
13
ポ
イ
ン

ト
も
上
回
っ
て
い
た
前
回
の
２
０
２
２
年
調

査
よ
り
も
好
ま
し
い
社
会
に
な
る
と
い
う
意

見
が
増
加
し
た
が
、経
年
で
比
較
す
る
と
、

「
好
ま
し
い
社
会
だ
・
計
」が
６
割
だ
っ
た

前
々
回
の
２
０
２
１
年
の
水
準
に
は
届
い
て

い
な
い（
図
８
）。

　

回
答
に
対
す
る
理
由
を
例
示
し
た
の
が

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
３
だ
。「
好
ま
し
い
」の
回

答
者
は
社
会
の
変
化
や
技
術
の
発
展
、生

徒
の
求
め
ら
れ
る
力
が
幅
広
く
な
っ
て
い
く

こ
と
へ
の
期
待
感
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
の
進
歩
に
対
し
て
は「
情
報

収
集
能
力
が
高
け
れ
ば
」「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
を

う
ま
く
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」と

い
う
条
件
付
き
の
回
答
も
散
見
さ
れ
た
。
例

示
し
た
分
類
外
だ
が
、「
と
て
も
好
ま
し
い
も

の
に
し
て
い
く
の
が
教
育
の
役
割
だ
か
ら
」

﹇
徳
島
／
県
立
／
普
通
科
﹈と
い
う
希
望
を

感
じ
ら
れ
る
回
答
も
あ
っ
た
。

　

一
方「
好
ま
し
く
な
い
」の
回
答
者
は
、少

「これからの社会」の高校生にとっての好ましさ （全体／単一回答）図8

好ましい
社会だ・
計

好ましくない
社会だ・
計

50.4 46.6

42.8

59.9

55.5

36.4

とても好ましい
社会だ

まあまあ好ましい
社会だ

あまり好ましい
社会ではない

非常に好ましくない
社会だ

無回答

好ましい社会だ・計 好ましくない社会だ・計
（％）

【個性や多様性への理解の深まり】
●困難な社会であるとは思うが、さまざま
な価値観をもつ人と協働しやすいのは好
ましいと考える［愛媛/県立/普通科］
●少しずつではあるが、学歴主義から実
力主義に転化しているように感じる。多
様性が認められる社会になりつつある
［大阪/私立/普通科］
●多様性が認められていく社会だから進
路選択を自己決定し、なりたい職業に就
くことができるから［鹿児島/市立/専門
学科］
●人権感覚が醸成されてきたように感じ
るから[岐阜/県立/総合学科］

【生徒への期待】
●情報収集能力の高い生徒は、さまざま
な機会や学びなどを活用し、自分の望ん
だ（ものにちかい）人生を歩むことができ

【多様性の拡大と価値観の混乱】
●多様性が広がるなか、自己主張が強
い生徒も増えており、あらゆる場面で収
拾がつかなくなりそうだから［富山/県立/
普通科と他学科併設］
●価値観の多様化やコロナ禍の影響も
あり、休んだり諦めたり続けていたことを
止めたりすることへのハードルが下がっ
ているように感じている。指導する側、教
える側の人が声かけの方法・内容をよく
考える必要があることは、良い面もある
一方で、気づく、改善する、粘り強くがん
ばることをこれまで以上に、指導される側、
教えられる側の人自身に求められる社会
になっているように思う［愛知/市立/普
通科］
【少子高齢化による社会不安】

●少子高齢化が進み、社会保障費など

るため［愛知/私立/普通科］
●生徒がどこで学んだかではなく、何を身
につけ何ができるかということが重要に
なってきているため［北海道/道立/専門
学科］
●これからの社会は生徒が作っていくの
で［広島/私立/普通科］

【技術の発展】
●ITやAIも含め、生活水準は間違いなく
向上しているため。重要なのはその使い
方と向き合い方［東京/都立/普通科］
●現在の産業界は自動化への移行過
程の最中で不十分でいつまで続くかも
不明瞭なものの、技術者か技能者か、社
会に求められているものが明確になれば、
好ましくなっていくかもしれない［静岡/県
立/専門学科］

の負担が大きくなる。人権などに配慮す
るあまり、自由な発言や表現が制限される
［京都/府立/総合学科］
●少子高齢化が進み、物価高も続いて
いるため、将来に生徒たちが希望を見出
しにくい社会になっているように感じるた
め ［広島/私立/普通科］
【教育機会や経済の格差の拡大】
●自由主義を標榜する一方で格差の拡
大が生じる。しかしセーフティネットは不足
してしまう［大分/県立/無回答］
●地道な努力よりも、成果が重視され、う
まくやった方が有利、正直者がバカを見
る場面が多くなった。経済格差は一層広
がり、弱者が這い上がるチャンスも少な
い ［静岡/県立/普通科と他学科併設］

今
後
の
社
会
の
好
ま
し
さ
は
拮
抗

多
様
性
を
ど
う
捉
え
る
か
が
カ
ギ

必
要
な
力
で「
柔
軟
性
」が
増
加

生
徒
は「
発
信
力
」が
伸
長

全体

全体

全体

2024年

2022年

2021年

（n＝671）

（n＝943）

（n＝1,156）

4.6 45.8 42.8 3.9

3.6 39.2 51.1 4.3

3.0

1.7

3.62.66.9 53.0 33.8
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の
時
間
で
先
生
た
ち
が「
課
題
の
設
定
」を

最
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
（
43
ペ
ー
ジ
図

４
）こ
と
も
あ
り
、一
朝
一
夕
で
の
解
決
は

難
し
く
、探
究
活
動
を
今
後
よ
り
深
め
て
い

く
こ
と
で
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

一
方
の「
主
体
性
」に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
育
ん
で
い
け
ば
良
い
か
。
今
回
編
集
部
で

は
、「
主
体
性
と
は
そ
も
そ
も
具
体
的
に
ど

ん
な
力
な
の
か
」と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ

て
み
た
。
経
済
産
業
省
が
定
義
し
た「
社
会

人
基
礎
力
」で「
主
体
性
」は「
物
事
に
進
ん

で
取
り
組
む
力
」と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
が
定

義
さ
れ
た
の
は
２
０
０
６
年
と
約
20
年
前
で

あ
り
、当
時
と
現
在
と
で
は
社
会
の
状
況
は

激
変
し
て
お
り
、求
め
ら
れ
て
い
る
力
も
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に

採
用
の
現
場
な
ど
で
重
要
視
さ
れ
る
項
目

は
企
業
に
よ
っ
て
も
、同
じ
企
業
で
も
時
代

に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
だ
。

　

そ
こ
で
、社
会
で
求
め
ら
れ
る
主
体
性
に

つ
い
て
研
究
し
著
書
も
出
版
し
て
い
る
早
稲

田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
の
武
藤

浩
子
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）。そ
こ
で
語
ら
れ
た
の
は
、学
校
と
企
業

で
は
主
体
性
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
、社
会
で

求
め
ら
れ
る
主
体
性
を
学
校
で
育
む
こ
と

は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
企
業
が

考
え
る
主
体
性
に
つ
い
て
、高
校
で
は
ど
こ

ま
で
を
ど
の
よ
う
に
育
成
す
れ
ば
良
い
か
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
い
た
。

化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、前
回
ポ
イ
ン
ト

を
上
げ
て
い
た
「
課
題
発
見
力
」は
５
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
。ま
た
、前
回
４
位（
27
％
）の

「
創
造
力
」は
経
年
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、

今
回
は
５
位（
23
％
）に
順
位
を
落
と
し
た
。

入
れ
替
わ
っ
て
４
位
に
な
っ
た
の
が
「
柔
軟

性
」（
24
％
）で
経
年
で
も
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
る
。「
柔
軟
性
」も
含
め
、上
位
で
は
な

い
が
〝
チ
ー
ム
で
働
く
力
〞に
分
類
さ
れ
る

「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」「
傾
聴
力
」は

経
年
で
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

２
０
２
１
年
ま
で
上
位
に
い
た「
発
信
力
」は

２
０
２
２
年
は
６
位
、今
回
は
９
位
と
低
下

傾
向
に
あ
る
。 

 

【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る
と
思
う
能
力
】

の
上
位
は
１
位「
規
律
性
」（
44
％
）が
突
出

し
て
お
り
、２
位「
傾
聴
力
」（
29
％
）、３
位

「
柔
軟
性
」（
24
％
）と
、前
回
の
２
０
２
２
年

と
上
位
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
柔

軟
性
」は
微
増
し
て
い
た
が
、「
規
律
性
」「
傾

聴
力
」は
減
少
傾
向
に
あ
り
、特
に
「
規
律

性
」は
前
回
よ
り
も
12
ポ
イ
ン
ト
も
減
少
し

て
い
る
。「
発
信
力
」は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、前
回
６
位（
14
％
）か
ら
今
回
４
位（
16

％
）に
上
昇
し
た
。

 

【
特
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
】の
上
位
で
あ

る
「
主
体
性
」「
課
題
発
見
力
」の
ス
コ
ア
は

【
生
徒
が
現
在
持
っ
て
い
る
と
思
う
能
力
】

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
依
然
と
し
て
大
き
い
。「
課

題
発
見
力
」に
つ
い
て
は
、総
合
的
な
探
究

70 60 50 40 30 20 10 70605040302010

※2024年の「特に必要とされる能力」の降順にソート

※前に踏み出す力（アクション）：
　主体性、働きかけ力、実行力

　考え抜く力（シンキング）：
　課題発見力、計画力、創造力

　チームで働く力（チームワーク）：
　発信力、傾聴力、柔軟性、
　情況把握力、規律性、
　ストレスコントロール力

（％） （％）

52.2
50.6

55.2

15.8
15.9
17.0

42.8
47.4

42.4

4.8
4.9
5.4

25.0
26.6

29.8

11.5
11.2
13.3

17.4
18.3
15.9

14.8
17.6

14.7

13.6
11.7
10.6

ー

ー

43.5
55.1
57.9

【主体性】
物事に進んで取り組む力

【課題発見力】
現状を分析し、目的や課題を明らかにする力

17.3
19.8

22.9

15.9
13.7
13.0

【発信力】
自分の意見をわかりやすく伝える力

【実行力】
目的を設定し確実に行動する力

21.5
19.1
16.3

2.2
3.7
4.2

【ストレスコントロール力】
ストレスの発生源に対応する力

17.4
16.8
14.1

29.1
34.0
34.7

【傾聴力】
相手の意見を丁寧に聞く力

【情況把握力】
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

【規律性】
社会のルールや人との約束を守る力

ひとつもあてはまるものはない0.1
16.7

11.9
9.1

2024年 全体
2022年 全体
2021年 全体

2024年 全体
2022年 全体
2021年 全体

生徒が将来社会で働くにあたり「特に必要とされる能力」 「生徒が現在持っている」と思う能力2024年 全体（n=671）
2022年 全体（n=943）
2021年 全体（n=1,156）

社会で働くにあたって【特に必要とされる能力】と【生徒が現在持っていると思う能力】 （全体／３つまでの複数回答）図9

24.4
22.7
20.2

23.7
22.5
22.4

【柔軟性】
意見や立場の違いを理解する力

22.7
26.5

32.7

6.0
5.3
6.3

【創造力】
新しい価値を生み出す力

15.5
17.3
17.9

3.4
5.4
4.5

【計画力】
課題の解決に向けたプロセスを明らかにし、

準備する力

17.0
17.7
17.6

5.5
5.1
6.8

【働きかけ力】
他人に働きかけ巻き込む力

0 0

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
と

生
徒
の
現
状
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
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